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桜の里「理念」

信 頼
私たちは利用者の方、ご家族の皆様に信頼される
安全で質の高い介護を提供いたします。

尊 重
利用者の皆様の人格を尊重し、常に相手の立場に
立って快適な生活が過ごされるよう努力します。

真 心
家庭的で明るい心のこもった環境づくりに努力し
ます。

桜なみき「理念」
✿住み慣れた地域の中で、今までと変わらない自
分らしい生活を私たちが支えます。

桜なみき「基本方針」
✿入居者の意思を尊重し、安心した暮らしが送れ
るよう努めます。
✿地域との結びつきを大切にし、地域交流の場と
なるように努めます。
✿職員それぞれの専門性を活かし、連携してその
人に寄り添ったケアを行えるよう努めます。
✿入居者のより良い生活のために、職員一人ひと
りが知識と技術の向上に努めます。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
当
施
設
を

ご
利
用
の
皆
様
も
、
お
健
や
か
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
頂
い

て
い
ま
す
。

さ
て
昨
年
は
、当
法
人
運
営
の
規
範
で
あ
る
国
の
法
律「
社

会
福
祉
法
」
等
の
改
正
に
よ
り
、
当
法
人
の
定
款
の
変
更
が

必
要
と
な
り
、
理
事
会
及
び
評
議
員
会
を
開
催
し
な
が
ら
、

定
款
変
更
の
手
続
き
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

主
な
定
款
変
更
の
内
容
は
、
経
営
組
織
（
理
事
会
・
評
議

員
会
等
）
の
役
割
強
化
、
法
人
経
営
の
透
明
化
（
財
務
諸
表

等
の
開
示
）
及
び
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
で
す
。

特
に
、
前
述
最
後
の
「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
六
月
に
地
元
の
水
上
村
社
会
福
祉

社会福祉法人
御 薬 園

発行者　椎 葉 源 二
〒868-0701
球磨郡水上村大字岩野2658-1

電話 0966-44-0770

協
議
会
か
ら
、
当
施
設
の
代
表
と
し
て
、
理
事
の
役
職
を
頂

き
ま
し
た
の
で
、
少
し
で
も
地
域
福
祉
の
推
進
に
お
役
に
立

て
れ
ば
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

皆
様
も
ご
承
知
の
と
お
り
、
地
方
で
は
若
い
世
代
を
中
心

と
し
た
都
市
部
へ
の
人
口
流
出
が
続
い
て
お
り
、
過
疎
と
併

せ
て
、
少
子
高
齢
化
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
状
況
の
中
で
、
人
吉
球
磨
地
域
で
も
殆
ど
の
産
業
で
、

深
刻
な
人
手
不
足
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

当
施
設
で
働
く
介
護
人
材
の
確
保
も
例
外
で
は
な
く
、
大

き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
が
、
お
陰
様
で
昨
年
は
、
若
い
年
代

か
ら
経
験
豊
か
な
年
代
ま
で
、
幅
広
く
採
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
施
設
全
体
で
介
護
・
看
護
・
調
理
・
事
務
等

の
業
務
に
携
わ
る
職
員
数
が
、
臨
時
職
員
を
含
め
百
名
を
超

え
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
ご
利
用
者
の
皆
様
に
安
心
・
安
全
な

環
境
の
下
で
、
質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
安
定
的
に
提
供

で
き
る
よ
う
、
介
護
人
材
の
確
保
と
育
成
に
、
施
設
全
体
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
、
当
法
人
が
運
営
す
る
中
核
的
施
設
で
あ

る
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
桜
の
里
」
が
、
開
設
十
五
周
年

の
節
目
の
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
特
養
を
始
め
高
齢
者
介
護
施
設
と
し
て
、

地
域
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
信
頼
さ
れ
る
施
設
運
営
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
地
域
の
関
係
機
関
、
団
体
及
び
住
民
の

皆
様
の
ご
支
援
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

お
陰
様
で
「
特
養 

桜
の
里
」

開
設
十
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
桜
の
里

施
設
長
　
椎
　
葉
　
源
　
二

新年のご挨拶
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年末の風物詩である餅つき会です。今年は桜の里（入所、
デイサービス、グループホーム）と桜なみきが合同で、
桜の里地域交流スペースで行いました。今回は、永井家
族会長様と家族会役員の田浦様、林田様もかけつけてく
ださり、ご利用者様とご家族様、職員による楽しく賑や
かな共同作業を行いました。

餅つき会
12月19日

桜なみきでは、岩野保育所の園児の皆様と
ご利用者様が一緒にクリスマスツリーの飾
りつけをし、職員も一緒にクリスマスケー
キを作りました。桜の里でもユニット、デ
イサービス、ショートステイ各部署でご利
用者皆様とクリスマスの楽しいひと時を過
ごしました。

クリスマス会
12月20•21日
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ボランティアの皆様お世話になりました！

傾聴ボランティア様
（毎月）

球磨郡レクリエーション協会様
（偶数月）

水上村親善大使・実愛さん、日高あいさん
（12月11日）

麦の会様
（毎月）
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さくらアルバムかわいい
訪問者

上楠地区
子供会綱

引き(10月
8日)

岩野小学校区大運動会(10月1日)

干し柿作り

家族会様との門松作り（12
月25日）

岩野小学校交流会(10月4日)
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さくらアルバム

紅葉狩り
ドライブ

岩野小学
校みかん狩

り(11月21日
)

上楠地区
子供会綱

引き(10月
8日)

干し柿作り

ご家族様とのひと時
ご利用者様の笑顔を見に遠方から来て下さるご家族様、
ご親戚や知人の皆様、いつも本当にありがとうございます。
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多良木町から民生委員児童委員協議会の皆様が当法
人の各施設を訪問されました。多良木町のご利用者も
多数いらっしゃることから、お知り合いとの話に花が
咲いていました。

湯前町から民生委員の皆様による毎年恒例の慰問が
行われました。民生委員の皆様は施設を見学されなが
ら、昔馴染みである湯前町のご利用者の方々と歓談の
時間を持っていただきました。

多良木町民生委員児童委員協議会施設訪問

湯前町民生委員施設慰問

10月12日

11月17日
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寄附金、ありがとうございました。
故木本イソ様（桜の里・東町）のご遺族様より

香典返しとして寄附金をいただきました。社会福
祉事業の為に大切に使わせていただきます。

施設備品、ありがとうございました。
故皆越ヨシエ様（デイサービスご利用者）のご
遺族様より施設備品（ついたて）をいただきまし
た。大切に使わせていただきます。

地域密着型特別養護老人ホーム桜なみ
きの消防訓練を実施しました。今回は地
震発生後の出火を想定し、通報・初期消
火とご利用者の避難誘導訓練を、上球磨
消防署東分署の担当署員様のご指導の
下、行いました。そして、後半は消火器
を使った初期消火訓練をご指導いただき
ました。
消防職員様からは「普段から施設に設

置してある消防設備の種類や設置場所、
取り扱い方法を把握しておいてくださ
い。」とのご指導を受けました。
上球磨消防署東分署の担当署員の皆

様、今回もありがとうございました。

グループホーム桜の里の消防訓練を実施し
ました。今回も夜間の出火を想定し、発見・
通報・初期消火、ご利用者の避難誘導訓練に
続き、消火器を使った初期消火訓練をご指導
いただきました。
上球磨消防署東分署の担当署員の皆様、毎

回のご指導ありがとうございます。

ご寄附いただきありがとうございました

桜なみき消防訓練

グループホーム桜の里消防訓練

11月7日

11月20日
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◉ご家族様へ

平成 30年 1月～ 3月の行事予定
月 ボランティア※ 特別養護老人ホーム 桜の里 特別養護老人ホーム 桜なみき デイサービス 桜の里 グループホーム 桜の里 研修会・その他

１月 麦の会(湯前町他)
傾聴ボランティア(多良木町) 新年会（初詣）

さくらの里一周駅伝大会
救急救命講習
施設内研修

2月
麦の会(湯前町他)
傾聴ボランティア(多良木町)
球磨郡レクリェーション協会

節分豆まき
施設内研修

消防訓練

３月
麦の会(湯前町他)
傾聴ボランティア(多良木町)
ひまわりの会(湯前町)

人吉球磨ひな祭りドライブ
入社式
施設内研修桜花見ドライブ

消防訓練
※ボランティア活動にご協力いただける団体様は随時受け付けをいたしておりますのでお気軽に声をかけてください。

現代介護の
基礎知識

認知症ケアの７大原則について
前回に続き、「認知症ケアの7大原則」
について順次解説いたします。

桜の里居宅介護支援事業所
猪原　清

「生活習慣を変えない」とは、入院、入所、転居といった環境の変化がやむを得
ない場合の方法論です。どうしても環境を変えなければならないとしたら、せめて
生活環境は変えないように手を尽くさなければなりません。

♥

ところが、介護老人福祉施設や介護老人保健施設、グループホーム、サービス付
き高齢者住宅などに入居すると、ガラリと生活習慣が変わってしまいます。

♥

自宅で、自分の夫や妻、また子や孫と同居の生活や隣近所付き合いのあった生活
習慣から、施設という介護を目的とした住環境や職員による世話を受けることにな
ります。

♥

そこで、当法人の施設も含めて、現在の施設介護の基本は、「本人が長年過ごさ
れてきた環境、生活・職業歴」など、本人を取り巻いてきたさまざまな生活習慣、
環境に基づくアセスメントを十分に行い、それに基づいた個人個人に対応した計画
（ケアプラン）を練って、個人の生活環境変化のダメージを出来る限りなくすよう
なさまざまな取り組みを行っています。

♥

環境や生活習慣が変わると、それに適応しなければならない高
齢者は大きなストレスを感じます。これま
での生活習慣をなるべく変えないようにす
ることが大切だということを肝に銘じて、
法人全体で支援をしていきたいと考えてい
ます。

その２　生活習慣を変えない

介護に関する
悩みや相談を
いつでも受け付け
いたします


